






トップページ
ログインが成功すると次の画面が表示されます。
トップページには、掲示板、スケジュール等が表示されます。

履修登録
①「教務」にカーソルを合わせると「履修登録」の項目が表示されます。
②表示された「履修登録」をクリックすることで登録画面へ移動することができます。
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履修登録画面：科目の【履修登録】と【履修登録の取消】ができます。

「追加」ボタンをクリックすると、その曜日・時限に開講される科目を選択する画面が表示さ
れ、履修登録を行うことができます。

履修を希望する科目のチェックボックスを選択し、「確定」ボタンをクリックすることで履
修登録することが可能となります。（※科目名の右側にあるマークをクリックすると、シラ
バスが表示されます。）

選択した科目が表示されます。選択した科目が表示されます。
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一度選択した科目を取消す場合は、「削除」ボタンをクリックします。

★　履修登録を終えた後は、「最終確認へ」ボタンをクリックしてください。

エラー（複数回履修、受講年次、授業の重複、カリキュラム対象外等）の場合は次の画面
が表示されます。

成績や受講年次、時間割、履修ガイドを確認の上、「削除」等の処理を行ってください。
不明な点は教務課へお問い合わせください
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エラーが解消されると処理を進めることができます。
最終確認を行い、よろしければ「提出」ボタンをクリックしてください。

提出後は、必ず各自で印刷またはPDFで保存して保管してください。

登録期間中であれば何度でも修正が可能です。「授業の選択へ戻る」ボタンから
戻って修正を行ってください。
データはしばらく保存されますが、データ整備、システム調整等で予告なく削除
する場合があります。
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シラバス照会

「教務」にカーソルを合わせると「シラバス照会」の項目が表示されます。
表示された「シラバス照会」をクリックすることでシラバス検索画面へ移動することができ
ます。
①授業科目名、担当教員氏名等で検索することができます。
検索条件を指定し、②「検索」⇒ ③「科目名」をクリックします。

検索結果から、閲覧したい科目名をクリックすると、シラバスが表示されます。
「ふせんを貼る」をクリックするとシラバス検索画面の「ふせんを貼った授業一覧」から
閲覧することができます。
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ふせんを貼った授業一覧が表示されます。
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成績照会

「教務」にカーソルを合わせると「成績照会」の項目が表示されます。
表示された「成績照会」をクリックすることで登録画面へ移動することができます。

成績照会画面：�【まとめて表示】（科目区分別）、【年度学期表示】パターンに切り替えること
ができます。

ページ下部の【単位修得状況】で、科目区分ごとの修得済単位等が確認できます。
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Ｑ＆Ａ・授業資料・課題提出 etc.

トップ画面から「クラスプロファイル」をクリックすると「Ｑ＆Ａ」「授業資料」「課題提出」
等の画面へ移動することができます。

ページ左部の曜日をクリックすると、現在履修している科目が時限順で表示されます。
操作を行いたい科目名をクリックし、「Ｑ＆Ａ」「授業資料」「課題提出」などのアイコンを
クリックします。

授業資料
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１．Google�アカウントへのログイン

①�「https://accounts.google.com/」にアクセスしログイン画面を表示します。

②�メールアドレスを入力し「次へ」をクリック
します。

③パスワードを入力し「次へ」をクリックします。

※�メールアドレスとパスワードは学生証と
一緒に配付されます。

メールアドレス：
ｂ●●●●●●●●@mail.meio-u.ac.jp
　９桁の学生番号

Gmail 使用方法について
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２．Gmail�を開く

②Gmail�の画面に移動します。下の画面が表示されればログイン完了です。
　メールを作成する場合は左上の「作成」をクリックしてください。

※�使用方法について不明な点がございましたらメディアネットワークセンター（講義棟
202、203）へお問い合わせください。

①Google�アカウントにログインし、右上の　　をクリックするとメニューが表示されます。
　そのメニューの中から「Gmail」をクリックします。
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� 2023年12月21日
� 名桜大学全学教務委員会

　本指針は、生成AIの教育現場での利用に関するものです。生成AIの利用に際しては、
この指針を十分理解し、適切に活用してください。

◎本指針における“生成AI”の定義
　生成AIとは、「人工物であるデータから表現を学習し、それを使って、元のデータに似
ているが同じではない、テキスト、画像、動画、音声、構造等を含む新しい人工物を生成
するAI技術」を指すものとします。

１．はじめに
　学習の過程での思考力向上は極めて重要です。生成AIを過度に頼ることで、教育効果が
損なわれる可能性があります。一方で、知識や技能の獲得においては、生成AIは学生の自
主的な学習能力の向上を促進する可能性があります。したがって、生成AIの仕組みや出力
内容の正確性について理解し、その活用を適切に行うことが求められます。生成AIはあく
まで補助的に利用し、生成AIによる出力については、必ず自身で事実確認・推敲・完成さ
せることが重要です。

２．授業における利用
　本学では、カリキュラム・ポリシーにおいてICT活用力を掲げ、また今後の社会におい
て一般的になり得る技術であることから、生成AIを一律に禁止せず、その活用の可能性を
探ります。しかし、授業の特性に応じて生成AI利用の注意事項が異なるため、その可否は
担当教員の判断に委ねます。担当教員はレポートや試験などにおける生成AIの利用につい
て学生に予め周知し、シラバスにも掲載してください。

３．不正行為
　本学がディプロマ・ポリシーとして掲げる、生涯学習力・解決力・表現力は、学生本人
による自立した主体的な学びを前提としています。学位論文やレポートの作成において、
生成AIを不適切に使用した場合＊１には、学業上の不正行為＊２とみなされることがあります。
　生成AIを用いた際には、生成AIの名称、使用箇所、使用方法を明記すること。
　＊１「生成AIの不適切な使用例」、
　＊２「名桜大学試験等不正行為取扱要項」もあわせて確認してください。

名桜大学生成AIに関する利用指針
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４．誤謬（誤情報）と信憑性
　生成AIの出力には、虚偽やバイアス（偏った情報）が含まれる可能性があります。出力
内容の信頼性を常に確認し、適宜修正することが重要です。

５．法的リスク
　生成AIの出力には、著作権や意匠権等の法的問題が結びつく可能性があります。利用
する際には、これらの法的リスクを常に意識してください。

６．情報セキュリティ
　生成AIへの入力情報が、他者の学習データとして用いられる可能性が考えられます。
機密性の高い情報や個人情報の入力は絶対に避けてください。

７．今後の指針の見直し
　生成AIは進化の途上にあり、これに伴い本指針もその都度変更される可能性があります。

　上記の指針を参照し、授業や研究活動での生成AIの利用を適切に行ってください。
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� 2023年12月21日
� 名桜大学全学教務委員会

1．生成AIが生成した文章の提出
　生成AIが生成した文章を、自分の作文・レポート・論文の課題としてそのまま提出する
行為。

2．翻訳の代行
　外国語の学習成果を評価する課題において、生成AIによる翻訳を自分の成果としてその
まま提出する行為。

3．出典の不正使用・誤用
　実際には参照していないにも関わらず、生成AIが生成した情報を正当な研究や出典とし
て引用する行為。

4．問題解決の代行
　計算力や問題解決能力を評価する課題において、生成AIを用いて解答を得て提出する
行為。

5．実験データの捏造・偽装
　実験において、生成AIで生成した実験データを実際の実験結果として提出する行為。

6．プログラミングの代行
　プログラミング能力を評価する課題において、生成AIに生成させたプログラムやコード
を自作としてそのまま提出する行為。

7．アイディアやデザインの盗用・模倣
　生成AIを利用して他者のアイディアやデザインを模倣し、それを自分のオリジナルな
案として提出する行為。

8．芸術作品の生成
　生成AIによって生成された芸術作品や音楽を、自分の創作物として提出する行為。

生成AIの不適切な使用例
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（留意点）
　生成AIを利活用することが有効と想定される場面としては、例えば、ブレインストーミ
ング、論点の洗い出し、情報収集、文章校正、翻訳やプログラミングの補助等の学生によ
る主体的な学びの補助・支援などが考えられます。「名桜大学生成AIに関する利用指針」
をよく理解し、適切な範囲を超えて使用しないよう十分注意してください。
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「履修ガイド」には、みなさんが卒業する
までの４年間の基本的な履修のルールが
書かれています。
「履修ガイド」は入学時のみの配布です。
４年間大切に保管し、ガイドブックとして
活用してください。

名桜大学国際学部
2026年度 履修ガイド
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